
袴のたたみ方

1．動物示扇欄の物
かり如入部て鹿に寄せる．二か官

や帥どう裡・堺線の作物唾

や区たすあがソ　俊か各。即ン．
■今晩｛払イ叫伊豆‘曹ご諸拍－

2．後ろ何知床乳ヒ仁二度五線うの

かだ富商えで頑如、しわ引執れて

布告痢久尋。しいに．丁．耕J・

整LL絶．上」下1号，し
．弓いも，t前し．牛へLJ●

ぶり・ンrH可）

叡裾摘し佃い撒こう／如1　百．残り物の怪訝伸行か．
折り作たか。

）。Jケ．は．／○

こい喝ん千句一しけち、りいさ・

寸へ錦●ぐズレていht：新

与レ入htも～人も毒しLi

8・袴的初縁家人護勘

摘埠均の袴や軒鹿恥二醐tF敵組ですク

沐楓して的綺線射称瑚掴師唖鞘叫唖姉咽如酪



く袴が宅の始泉〉

㊨繍紹出師す㌦）側線和郎綺御方

†勧わ砲経絢抑　え安産批前触あ　きくど娩像紗殉ソ吉子あ嫡経‰、，たノ
′サ貯重々′r色　　　　　　　　　必▲＿＿仏　‥＿＿　＿一す．＿　＿　　　．．．＿∽澄雄る　　　微細で数∫勿こ、下か，転露呈

＿－，土へくぐう申す
【頭し、勧和泉く
くぐらせる。

物勒粕吼頼新調紗7触ワ霊票警≡温さ軌
範髄のム＝触る

くぐら依る。

＠如伽僻画…如障れ如粗。
一浩仲之等轟警　抱く軸幼4諾窓憲

莞霊警芸了芸監禁浣㌫ク相成。
g園の占う‘ニ細の相羅舅

彦忽動軌ゴ敵軍


